
SDGs の達成に向けた取組 

No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

記載 

不要 

＆ やど管理 名護支

店 

代表取締役 CEO 

安藤 義人 

【SDGs1：貧困をなくそう】 

全国のオーナー様の施設をバケーションレンタルとして運営代行し、安定した収益

化を支援することで、オーナー様の資産価値向上と生活の経済的安定に寄与してい

ます。運営ノウハウや収益シミュレーションの提供により、地域の雇用創出や経済

循環を促進し、地域全体の経済基盤強化に貢献しています。 

【SDGs4：質の高い教育をみんなに】 

運営スタッフ・オーナー様に向け、持続可能な施設運営や地域資源活用、環境配慮

型運営に関する研修・教育をオンラインや訪問形式で定期的に実施しています。 

地域住民や自治体、他の SDGs パートナーと連携したワークショップやセミナーを開

催し、SDGs の理解促進と地域の持続可能な運営モデルの普及を目指しています。 

【SDGs11：住み続けられるまちづくりを】 

空き家や遊休不動産を宿泊施設として再生し、地域の魅力を活かした観光振興・ま

ちづくりに寄与しています。 

宿泊施設の運営にあたっては、省エネルギー設計や景観保全、清掃・リネン効率化

など環境配慮を行い、地域と自然の調和を維持した持続可能なまちづくりに貢献し

ています。 

 

【普及に向けた予定している具体的な取組】 

1.オーナー・スタッフ向け研修 

SDGs の基本理解、地域資源活用、環境配慮型運営の方法を共有 

持続可能な施設運営や地域貢献につながる施策の教育 

2.地域連携イベントの開催 

地域住民や自治体とのワークショップ、意見交換会の実施 

空き家活用や観光振興に関する情報発信と共有 

3.運営施設での啓発活動 

宿泊施設やウェブサイトでの SDGs 情報発信 

施設利用者への環境配慮・地域貢献の取り組み紹介 

4.データ分析とレポート公開 

施設運営や地域貢献の成果を定期的に可視化 

オーナーや地域に向け、持続可能な運営実績の共有 

5.環境配慮型運営の導入 

省エネルギー設備やリネン・清掃の効率化による環境負荷軽減 

自然や景観保全に配慮した施設運営の推進 

 
 

 

 

 

 

 



SDGs の達成に向けた取組 

 

No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

記載 

不要 

有限会社 和開発 

代表取締役 

和宇慶 朝夫 

有限会社和開発は総合的な建設業を行い、地域に貢献できるよう持続可能な SDGs に

取り組んでいます。 

 

３．すべての人に健康と福祉を 

 従業員とその家族の健康促進に取り組み年 1 回の健康診断を実施し、健康経営宣

言に取り組んでいます。 

 事務所内禁煙対策を徹底し、屋外にて喫煙対策を講じています。 

 

４．質の高い教育をみんなに ８．働きがいも経済成長も 

 従業員の能力向上に向けて各種の資格取得に受験費用、講習費の補助をもって取

り組んでいます。 

 安全で健康的な職場づくり、労働災害をゼロにする為徹底した安全教育と設備点

検行い誰もが安心して活躍できる職場を目指します。 

 

11．住み続けられるまちづくりを 

 建設工事における廃棄物の分別及びリサイクル、赤土流出防止対策を推進し取り

組んでいます。 

 

12．つくる責任 つかう責任 

 リフォーム工事現場から出る副産物等や廃棄物の適正処理と再資源化を行ってい

ます。 

 コピー用紙の裏紙再使用を行っています。 

 

13．気候変動に具体的な対策を 

 事務所の照明を LED 照明に変更しています。 

 営業車両を環境に優しいエコカーにしています。 

 受注案件も環境に配慮した住宅づくりを推進しています。 

 

【普及に向けた予定している具体的な取組】 

名刺におきなわ SDGs ロゴマークを掲載します。 

従業員全員分の年 1回の健康診断を実施するよう予約を徹底しています。 

 

 
 

 

 

 

 

 



SDGs の達成に向けた取組 

No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

記載 

不要 

株式会社国吉建設 

代表取締役 

国吉 眞三 

株式会社 国吉建設は、１９５８年に創業。当社は、土木、建築工事一式を行って

おります。創業以来数々の経験と実績、技術とノウハウをもとに官公庁、民間事業

問わず土木・建築工事を手掛けてまいりました。 

地域に根差した活動を通し社会貢献に努めております。会社全体でＳＤＧｓに理解

を深め達成に向けて取り組んでまいります。 

 

３．すべての人に健康と福祉を 

・毎年１回の健康診断受診と、うちなー健康経営宣言への登録、社員の健康づくり

を積極的に行っています。 

 

７．エネルギーをみんなにそしてクリーンに 

・工事現場で使用する建設機械は低燃費、排出ガス対策型、低騒音型を導入してい

ます。 

 

11．住み続けられるまちづくりを 

・防災協定（沖縄県建設業協会）、地域清掃ボランティアに参加。 

 

16．平和と公正をすべての人に 

・暴力団追放 不当要求防止責任者を選定し、暴力や汚職を許さない社会を目指し

ます。 

 

【普及に向けた予定している具体的な取組】 

・SDGs のロゴ、アイコンを活用し自社取組を含め、認知度を高める情報発信を行

う。（パンフレット、社員の名刺等） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



SDGs の達成に向けた取組 

No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

記載 

不要 

株式会社 髙江洲工機 

代表取締役 

稲福 大吾 

【ゴール５ ジェンダー平等を実現しよう】 

・管理職に女性社員を積極的に登用しジェンダーに左右されない社風を確立してお

ります。現在 3 名の社員が管理職として活躍し会社に貢献しています。性別を問

わず、その人が持つ個性が発揮できる職場環境の整備に力を入れております。 

【ゴール９ 産業と技術革新の基盤をつくろう】 

・弊社事業を通して新しい技術・整備機器を取り入れることで、廃棄物を最低限に

し、環境に負担をかけずに作業効率のアップに取り組んでいます。またそれを次

の世代に伝え社内教育をしていくことで事業の持続性にも力を入れています。 

【ゴール１０ 人や国の不平等をなくそう】 

・米軍基地内での営業活動も多い事から言語や人種にとらわれない活動を実施して

おります。米軍側と民間側の架け橋になるイベントへの参加協力も行っており、

互いに助け合う視点を大切にして事業展開をしております。 

【ゴール１１ 住み続けられるまちづくりを】 

・地域の自治会活動の際には、イベントへの寄付や会社を解放してトイレなどの貸

し出しを行っています。それにより地域コミュニティの活性化にも貢献しており

ます。 

【ゴール１２ つくる責任つかう責任】 

・コンテナ事業では廃棄されるような古いコンテナを米軍より下取し、そのコンテ

ナに板金塗装を行い『リボーンコンテナ』として販売する取り組みを実施してい

ます。また、長年の使用で古くなったコンテナに対してもお客様の下に整備に伺

い、直して再利用頂くことも提案させてもらっております。お客様の不要を誰か

の必要に変換する取り組みで廃棄物を極力減らしていく活動を展開しています。 

 

【普及に向けた予定している具体的な取組】 

・HP、会社公式インスタでおきなわSDGsのパートナーロゴマークを使用してSDGsの

取組の配信 

・名刺でロゴマークを追加し取組をアピール 

・新卒採用向けの企業説明会時に配布する資料内でパートナーロゴマークを使用し

て SDGs の取組をしている企業としてアピール  

を予定。 

・自社製品『リボーンコンテナ』の POP ポスター作成時にパートナーロゴマークの

使用しアピール。 

 

 
 

 

 

 

 

 



SDGs の達成に向けた取組 

No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

記載 

不要 

有限会社長井建設 

代表取締役 

伊禮 良彦 

当社は土木建設業を通し住み続けられる街づくりを目指し持続可能な活動行い地域

社会への貢献を目指し SDGs 達成に向け取り組んでいます。 

 

1.貧困をなくそう 

☆地域活動や社会福祉活動への支援を通し地域社会への貢献に取り組んでいます。 

 

3.すべての人に健康と福祉を 

☆社員と家族を守るため社会保障制度への加入・うちなー健康宣言に基づき毎年の

定期健康診断の継続に取り組んでいます。 

 

4.質の高い教育をみんなに 

☆資格取得に向けた講習や受験に係る費用のサポートを行い人材育成に取り組んで

います。 

 

11．住み続けられるまちづくりを 

☆地域のインフラ整備・防災協定を通して安心・安全な街づくりに取り組んでいま

す。 

 

12．作る責任使う責任 

☆産業廃棄物の分類処理の徹底や再資源利用環境に配慮した資材としてのゆいくる

材の使用に取り組んでいます。 

コピー用紙裏紙再利用しコピー用紙削減に取り組んでいます。 

 

【普及に向けた予定している具体的な取組】 

水分摂取・塩分チャージ飲料水などで現場での熱中症対策に取り組みます。 

事務所内のコピー用紙削減の為裏紙再利用に取り組みます。 

事務所内照明を LED変更・離席時の PC電源オフへの切り替え使用しない電気消灯

などに取り組みます。 

現場でのリサイクル資源の空き缶ペットボトル分類の徹底に取り組みます。 

 

 
 

 

 

 

 

 
 
 
 



SDGs の達成に向けた取組 

No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

記載 

不要 

有限会社 丸井建設 

代表取締役 

桜井 秀和 

有限会社 丸井建設は、宮古島市における総合建設業として「地域に愛される建設

業・建設現場」を目指し、社会資本整備を通してより良い地域づくりに貢献し、弊

社全ての事業活動が SDGs の達成に向けた取り組み方針として実地致します。  

 

●【社会分野】 

3、すべての人に健康と福祉を  

・うちなー健康経営宣言に登録し、従業員の健康診断(年に１回)を行い、健康で働

ける環境を提供します。 

また 各現場場での熱中症対策として水分摂取・塩分チャージなどを配布し、ス

トレッチ器具・マッサージ器具を完備し、従業員の健康意識の高揚を図ります。 

・ISO9001(品質マネジメントシステム）の認証取得。 

  

●【経済分野】 

11、住み続けられるまちづくりを  

・騒音・振動・粉じん対策など、周辺環境への配慮 

・国・県・市の発注工事に携わり地域社会への発展・安全安心な街づくりへの参加 

・道路や農地の整備を通じ、地域産業の整備に貢献  

 

●【環境分野】 

12、つくる責任つかう責任 

・ISO14001(環境マネジメントシステム)の認証取得 

・施工現場では、建設機械の騒音・振動・排ガスによる地域社会への影響を抑える

ため、低騒音型・低振動方・低燃料・低排出ガス対策型の建設機械を積極的に利

用し環境負荷低減施工の実現を目指します。 

・施工現場では、環境に配慮した資材とし、ゆいくる材、リサイクル資材の積極的

活用を推進します。 

・施工現場の赤土流失防止対策の徹底、建設副産物の適正処分の徹底を行います。 

・花と緑に包まれた美ら島宮古島づくりを断続的に行うこととし、グリーンネット

育林(年３回～５回）に参加し、陸の環境も豊かさを守ります。 

 

【普及に向けた予定している具体的な取組】 

おきなわ SDGｓパートナーロゴマークの使用による発信取組  

 
 

 

 

 

 

 

 



SDGs の達成に向けた取組 

No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

記載 

不要 

有限会社丸仲土建 

代表取締役 

仲宗根 末光 

 

■ 社会分野 

目標 3：すべての人に健康と福祉を 

・労働安全衛生法等に基づき、年 1回以上、該当する従業員の健康診断受診率 100％

を維持 

・特定保健指導対象者への受診勧奨（目標 100％） 

・有所見者に対し、医師の意見を踏まえた就業上の措置を実施 

・従業員家族への健康診断受診奨励 

・健康経営優良法人の取得を予定し、健康経営の推進を図る 

目標 8：働きがいも経済成長も 

・安全衛生活動の推進による労働災害の防止 

・安心して働ける職場環境の整備 

■ 環境分野 

目標 7：エネルギーをみんなに そしてクリーンに 

・LED 照明の使用による省エネルギー化 

・倉庫への太陽光パネル設置による再生可能エネルギー活用 

目標 13：気候変動に具体的な対策を 

・ハイブリッド重機の使用による CO₂排出削減 

・ISO14001（環境マネジメントシステム）の運用による環境負荷低減活動の継続的

改善 

■ 経済分野 

目標 9：産業と技術革新の基盤をつくろう 

・ISO9001の運用による品質向上と顧客満足度向上・労働安全衛生法や高齢者の医療

確保に関する法律に基づき、年 1 回以上、該当する従業員すべてに健康診断を受

診させる。（100％） 

 

【普及に向けた予定している具体的な取組】 

・SDGs の行動について「SDGs 宣言」というポスターを作成し、周知のために事務所

に掲示 

 

 
 

 

 

 

 

 

 


